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【内容要旨】（1,200字以内） 

 
緒言：身体障害の原因のひとつに腰痛がある。腰痛の有病率は高齢者ほど高い傾向にある。腰

痛の有病率は増加傾向であり、公衆衛生の側面からも予防法の開発が不可欠である。孤独感は

筋骨格系の痛みのリスクと考えられているが、孤独と痛みの関係は双方向性である可能性があ

る。孤独と痛みの縦断的関係はいくつかの先行研究で検討されているが、多くは別々に分析さ

れており時間的順序を判断することは困難である。また、曝露状態の時間的変動も考慮する必

要がある。本研究は、英国で実施された全国代表人口調査を用いて、孤独感と腰痛の双方向的

・時間的関係を検証することを目的とした。 

 

対象と方法：English Longitudinal Study of Ageing というイギリスの全国調査の wave 6

（2012-13）、wave 7（2014-15）、wave 8（2016-17）の 7,730人を対象とした。腰痛は 0～10

（0 は不快感なし、10 は耐えられない痛み）のスケールで評定した。孤独感は Revised 

University of California, Los Angeles Loneliness Scale を使用した。曝露の時間的変動を考慮

するために Targeted Minimum Loss-based Estimatorを統計解析に用いた。wave 6と wave 7

における仮想的な曝露の変化による、wave 8におけるアウトカムを評価した。 

 

結果：wave 6と wave 7で孤独感を認めた場合と比べ、wave 6と wave 7で孤独感がなかった

場合 (相対リスク[RR], 0.76; 95％信頼区間[CI]0.61-0.94)、wave 6で孤独感がないが wave 7

で孤独感があった場合 (RR, 0.58; 95％CI, 0.50-0.68)、wave 6で孤独感があったが wave 7で

孤独感がなかった場合 (RR, 0.69; 95％CI, 0.57-0.86)で wave 8における腰痛のリスクは統計

学的有意に低下していた。wave 6とwave 7で重度の腰痛を認めた場合と比べ、wave 6とwave 

7で腰痛を認めなかった場合 (RR, 0.64; 95% CI, 0.49-0.85)、 wave 6で重度の腰痛があるが

wave 7で腰痛が軽度の場合 (RR, 0.51; 95% CI, 0.32-0.83)で、wave 8における孤独感リスク

は統計学的有意に低下していた。 

 

結論：持続する孤独感は 4年後の腰痛のリスク因子であり、持続する重度の腰痛は 4年後の孤

独感のリスクとなる。腰痛と孤独感の双方向性から悪循環に陥る可能性があるが、一方への介

入により悪循環を断ち切ることが期待できる。これらの相互的な関係を考慮したアプローチに

より、対象者の健康や社会参加の増進に貢献できると考える。今後、腰痛の重症度が社会参加

に与える影響について定量的な評価が期待される。 






